
強くこする!

軽研磨でバフ目（オーロラマーク）が、
残ったら④の作業を2～3回行うと、
バフ目（オーロラマーク）がなくなる。

ダイヤモンドキーパーケミカルが上手く
塗れない時は、爆ツヤでしっかりこする。

鏡面研磨の後、コーティング前のシリコン
オフ(脱脂)に使用できます。

黄砂のシミが軽く取れます。
鳥フン取り、虫取りが軽く出来ます。

爆ツヤの裏技 すご技

水垢がひどい時

鉄粉が多い時

水シミが多い時
(ウォータースポット)

白ボケの場合
or

ビカビカに
光らせたい場合

爆ツヤで
強くこする!

軽研磨

軽研磨

トラップ粘土
+

ピュアアップ4

こんな場合は…

それでも
だめなら

それでも
だめなら

それでも
だめなら

★塗ってから少し時間を置くと、
　汚れを分解し浮き上がらせ、除去しやすくなります。

●ボディが乾きそうなときには、水をかけて乾かないようにすると作業が早くすみます。●ガラ
ス面に液ダレしないように注意してください。●隙間や細かい部分を特にしっかり洗い流して
ください。●少な過ぎると効果がでませんので、爆ツヤは適量を守ってお使いください。●皮
膚の弱い方は手荒れをする恐れがありますので、保護手袋を着用してください。(ph10.3弱ア
ルカリ性、ほとんどの人が大丈夫です)
　

注意

クリスタルキーパー

ピュアキーパー

ダイヤモンドキーパー

ダブルダイヤキーパー

指2本分の幅で
タテに1本線

1
ボンネット半分くらいの面積に一定方
向に隙間なくフチまで塗り広げる。

2
3スパンまで、
①②の作業を繰り返す。

3
1スパン目に戻って、塗り広げた塗
装面をこする。(汚れを動かす)

4
①～④の作業を
ボディ全体に行う。

5

洗
車

洗
車

爆ツヤを適量
スポンジ(青)にとる。

爆ツヤを
塗り広げる。

3スパンまで
塗り広げる。

1スパン目に戻って
軽くこする。

ボディ全体に
①～④を繰り返す。

標準的作業 塗装面を濡らした状態で行う。

爆ツヤなどのクリーナー用
爆ツヤ用小分けボトル爆ツヤ スポンジ(青)

準備
するもの

●誰が使っても
●どんな環境でも
●水性塗装も
●自己キズ修復機能塗装も

●強くこするとツヤがでる
●コーティング前処理の脱脂機能
●柔らかく伸びがいい
●乾きにくく こすりが軽い

●強くこすっても
●放置しても
●乾いても
●日なたでも

安心 安全 高性能

超オールマイティ
すべてのコーティング前処理に

3つの特徴

爆白ONE

爆白ONE

爆白ONE

す
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